
せとうち広
報

「人と自然が織りなす  しあわせ実感都市  瀬戸内」を目指して

特集　瀬戸内市の財政状況
幼稚園・保育園の入園募集
知っ得！せとうち便
12 月の予定
まちの話題
みんなの広場
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11 月２、３日の２日間、市内で朝鮮通信使ゆかりのまち全国交流
会瀬戸内大会を行いました。また 11 月３日、瀬戸内牛窓国際交流
フェスタ「朝鮮通信使行列」と瀬戸内市産業まつり「キラリンフェ
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区分 歳入額
万円

歳出額
万円

差引額
万円

一般会計 1,593,011 1,543,225 49,786

特
別
会
計

国民健康保険 441,517 433,306 8,211

裳掛診療所 3,227 3,207 20

美和診療所 1,705 1,685 20

介護保険 372,464 370,980 1,484

後期高齢者医療 45,515 45,498 17

農業集落排水事業 25,982 25,931 51

漁業集落排水事業 2,995 2,945 50

下水道事業 143,484 138,053 5,431

土地開発事業 16,044 6,147 9,897

企業団地造成事業 41,328 41,252 76

公共用地先行取得事業 497 497 0

計（一般会計・特別会計） 2,687,769 2,612,726 75,043

事業
会計

病院事業会計 120,612 118,885 1,727

水道事業会計 83,985 79,131 4,854

計（事業会計） 204,597 198,016 6,581

図１　会計別決算

※事業会計については、収益的収入および収益的支出を計上しています。

瀬戸内市の
財 政 状 況

特集

普
通
会
計
決
算
の
概
要

黒
字
だ
が
、

引
き
続
き
厳
し
い
財
政
運
営

　
平
成
24
年
度
の
市
の
普
通
会
計

の
決
算
額
は
、
歳
入
が
１
５
８
億

８
、８
７
５
万
円
に
対
し
て
、
歳

出
が
１
５
３
億
９
、０
８
９
万
円

で
、
平
成
25
年
度
へ
繰
り
越
し

た
事
業
の
財
源
を
差
し
引
い
た

３
億
７
、２
７
３
万
円
が
実
質
的

歳
入
の
内
訳

市
税
は
減
少
、
市
債
の
発
行
な
ど

に
よ
り
全
体
は
増
加

　

歳
入
全
体
は
、
前
年
度
と
比

べ
て
２
億
６
、３
９
２
万
円
（
１・

７
％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
特
定
目
的
基
金
か
ら
の
繰
入

金
・
財
産
収
入
・
市
債
発
行
が
増

加
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

　
個
人
市
民
税
は
９
、９
３
８
万

円
（
７・
０
％
）
増
加
し
ま

な
黒
字
と
な
り
ま
し
た
（
会
計
間

の
繰
入
・
繰
出
の
重
複
な
ど
を
控

除
し
て
い
る
た
め
、
図
１
に
お
け

る
前
述
の
２
会
計
の
合
算
額
と
は

異
な
り
ま
す
）。

　
し
か
し
な
が
ら
、
市
税
や
地
方

交
付
税
の
減
少
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
市
の
貯
金
で
あ
る
財
政
調

整
基
金
か
ら
６
、５
０
０
万
円
を

繰
り
入
れ
て
財
源
調
整
を
図
る
な

ど
、
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
運
営

が
続
い
て
い
ま
す
。

し
た
が
、
法
人
市
民
税
が

２
億
４
、９
９
９
万
円
（
39
・

２
％
）、
固
定
資
産
税
が
９
、

５
１
３
万
円
（
４・
２
％
）
減
少

す
る
な
ど
し
た
た
め
、
市
税
全

体
は
２
億
５
、０
７
９
万
円
（
５・

４
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
入
全
体
の
約
３

分
の
１
を
占
め
る
地
方
交
付
税

は
１
億
７
、８
５
３
万
円
（
３
・

１
％
）、
臨
時
財
政
対
策
債
は
１
、

１
３
９
万
円
（
１・
４
％
）
減
少

し
て
い
ま
す
。（
図
２
）

平
成
24
年
度
決
算

　
平
成
24
年
度
決
算
と
は
、
平
成

24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３

月
31
日
ま
で
の
市
の
収
入
と
支
出

の
実
績
の
こ
と
で
す
。

　
な
お
、
瀬
戸
内
市
の
平
成
24
年

度
決
算
に
お
け
る
普
通
会
計
（
財

政
比
較
な
ど
に
用
い
る
一
般
行
政

部
門
に
関
す
る
会
計
）
は
、
一
般

会
計
と
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業

特
別
会
計
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

図２　歳入

分担金及び
負担金（0.8%）
1億2,266万円

使用料及び
手数料（2.1%）
3億4,007万円

繰入金（1.1%）
1億7,255万円

繰越金（3.5%）
5億5,999万円

財産収入・寄附金・
諸収入（2.0%）
3億1,176万円

地方譲与税・
各種交付金（3.7%）
5億9,610万円

地方交付税（34.6%）
54億9,241万円

国庫支出金
（7.7%）
12億2,756万円

県支出金
（5.8%）
9億2,213万円

市債（11.0%）
17億4,403万円

市税（27.7%）
43億9,949万円

合計　158億8,875万円

自主財源
（37.2％）

依存財源
（62.8％）

指標 市の比率
％

早期健全化
基準 ％

財政再生
基準 ％

経常収支比率 86.7 ― ―

財政健全化
判 断 比 率

実質赤字比率 ― 13.22 20.00
連結実質赤字比率 ― 18.22 30.00 
実質公債費比率 14.3 25.00    35.00    
将来負担比率 86.3  350.00 ―

資金不足比率（公営企業会計ごと） ― 20.00 ―

図５　財政健全化判断比率など

※「―」の表示は該当なしを表しています。

歳
出
の
内
訳

全
体
は
増
加
、

民
生
費
が
29
・
２
％
を
占
め
る

　

歳
出
全
体
は
、
前
年
度
と
比

べ
て
３
億
２
、６
０
６
万
円
（
２・

２
％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
内
訳
を
目
的
別
に
み
る
と
、
子

育
て
支
援
や
高
齢
者
や
障
害
者
に

対
す
る
福
祉
の
充
実
な
ど
の
経
費

で
あ
る
民
生
費
が
29
・
２
％
と
最

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
地
域
振
興
や
庁
舎
管

理
、
財
政
調
整
基
金
の
積
み
立
て

な
ど
の
経
費
で
あ
る
総
務
費
が

13
・
３
％
、
市
債
の
元
金
・
利
子

や
一
時
借
入
金
の
利
子
を
支
払
う

た
め
公
債
費
が
12
・
０
％
、
教
育

施
設
の
整
備
や
公
民
館
管
理
な
ど

財
政
指
標

経
常
収
支
比
率
は
悪
化
、

財
政
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
は
基

準
を
ク
リ
ア

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断
す

る
た
め
の
指
標
で
あ
り
、
80
％
を

超
え
る
と
財
政
の
弾
力
性
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
と
さ
れ
る
経
常
収
支

比
率
は
86
・
７
％
と
３・
５
ポ
イ

ン
ト
悪
化
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
扶
助
費
や
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
な
ど
の
経
常
的
な
経

費
が
増
加
し
た
こ
と
、
市
税
や
地

方
交
付
税
な
ど
の
一
般
財
源
が
減

少
し
た
こ
と
が
要
因
で
す
。

　
実
質
赤
字
比
率
と
連
結
実
質
赤

字
比
率
は
、
資
金
不
足
額
が
な
い

た
め
、該
当
数
値
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
実
質
公
債
費
比
率
は
14
・
３
％

と
１・
４
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し

教育費

46,841 円

農林水産業費

26,721 円

衛生費

46,117 円

民生費

115,195 円

公債費

47,577 円

総務費

52,888 円

土木費

26,557 円

消防費

15,440 円

議会費

5,770 円

商工費

10,065 円

その他
災害復旧費 1,035 円  労働費 745 円

計 394,952 円

この図は、普通会計の歳出が１人当たりい
くらになるかを目的別に算出したものです。

（H25.3.31 現在人口　38,969 人）

図４　市民１人当たりの歳出額

た
。
平
成
21
年
か
ら
４
年
度
連
続

で
、
市
債
発
行
に
県
の
許
可
が
必

要
と
な
る
基
準
で
あ
る
18
％
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。

　
将
来
負
担
比
率
は
86
・
３
％
と

６・４
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
財
政
健
全
化
法
に
基

づ
く
４
つ
の
指
標
は
い
ず
れ
も
財

政
の
早
期
健
全
化
が
義
務
付
け
ら

れ
る
基
準
（
早
期
健
全
化
基
準
）

を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。（
図
５
）

　
市
債
は
、
大
規
模
事
業
に
対
す

る
財
源
と
し
て
発
行
し
て
お
り
、

５
億
４
、１
９
０
万
円（
45・１
％
）

増
加
し
て
い
ま
す
。

の
教
育
費
が
11
・
９
％
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
図
３
、４
）

図３　歳出

合計　153億9,089万円

議会費（1.5%）
2億2,486万円

総務費
（13.3%）
20億6,099万円

民生費（29.2%）
 44億8,902万円

衛生費
（11.7%）
17億9,715万円

労働費（0.2%）　2,904万円
農林水産業費
（6.8%）
10億4,130万円

商工費（2.5%）
3億9,223万円

土木費（6.7%）
10億3,489万円

消防費（3.9%）
6億168万円

教育費
（11.9%）
18億2,537万円

災害復旧費
（0.3%）
4,032万円

公債費（12.0%）
18億5,404万円
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図８　財政指標の推移

図６　基金残高の推移図７　公債費と市債発行額などの推移

図９　収支見通しの推移

決
算
の
推
移

　
長
引
く
景
気
の
低
迷
や
少
子
高

齢
化
の
進
行
な
ど
に
加
え
、
国
が

進
め
た
「
三
位
一
体
改
革
」
の
影

響
で
地
方
交
付
税
や
国
の
補
助
金

な
ど
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
続

い
て
い
ま
し
た
が
、
内
部
経
費
の

見
直
し
に
よ
る
経
費
削
減
な
ど
に

よ
り
、
市
の
財
政
状
況
は
改
善
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
在
進
行
し
て
い
る

大
規
模
事
業
は
、
将
来
の
市
の
行

財
政
運
営
に
、
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

基
金
残
高
の
推
移

　
財
源
調
整
を
行
う
財
政
調
整
基

金
は
、
地
方
交
付
税
の
減
少
な
ど

に
よ
る
収
支
不
足
に
対
し
て
取
り

崩
し
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
合
併
以
降
、
基
金
残
高
は
低
い

水
準
で
余
裕
の
な
い
財
政
運
営
が

続
い
て
い
ま
し
た
が
、
財
政
状
況

の
改
善
と
と
も
に
年
々
積
立
額
が

増
加
し
、
平
成
24
年
度
に
は
約
29
億

円
の
残
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
６
）

公
債
費
と
市
債
残
高
の
推
移

　
投
資
的
事
業
の
財
源
と
し
て
発

行
し
て
い
る
市
債
や
臨
時
財
政
対

策
債
な
ど
の
償
還
金
で
あ
る
公
債

費
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
の
臨
時

財
政
対
策
債
の
借
り
入
れ
や
平
成

19
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
に
か
け

て
実
施
し
た
繰
上
償
還
に
よ
り
増

加
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
22
年

度
か
ら
減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
。

　
市
債
残
高
は
、
市
債
発
行
の
抑

制
効
果
に
よ
り
平
成
18
年
度
を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
で
し
た
が
、

大
型
事
業
の
実
施
に
伴
い
平
成
24

年
度
は
増
加
し
て
い
ま
す
。（
図
７
）

財
政
指
標
の
推
移

　
経
常
収
支
比
率
や
実
質
公
債
費

比
率
は
、
高
い
水
準
で
は
あ
る
も

の
の
徐
々
に
改
善
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
経
常
収
支
比
率
は

経
常
経
費
の
削
減
効
果
が
頭
打
ち

と
な
り
、
平
成
23
年
度
か
ら
増
加

し
て
い
ま
す
。（
図
８
）
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中
期
財
政
見
通
し

平
成
26
年
度
か
ら
財
源
不
足
、

平
成
32
年
度
に
は
基
金
が
底
を
つ
く

　
平
成
25
年
度
か
ら
10
年
間
の
普

通
会
計
の
推
計
が
「
中
期
財
政
見

通
し
」
で
す
。

　
歳
入
は
、
合
併
に
よ
る
算
定
の

特
例
終
了
の
た
め
、
主
要
な
財
源

で
あ
る
地
方
交
付
税
が
平
成
27
年

度
か
ら
平
成
32
年
度
に
か
け
て
段

階
的
に
減
額
と
な
り
ま
す
。

　
歳
出
は
、
少
子
高
齢
化
対
策
な

ど
に
伴
う
扶
助
費
、
国
民
健
康
保

険
や
介
護
保
険
な
ど
の
社
会
保
障

費
お
よ
び
下
水
道
事
業
・
企
業
団

地
造
成
事
業
に
係
る
繰
出
金
が
大

き
く
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
収
支
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら

多
額
の
財
源
不
足
が
生
じ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
以
降

は
、
地
方
交
付
税
の
段
階
的
な
減

少
に
よ
り
財
源
不
足
は
年
々
大
き

く
な
り
、
地
方
交
付
税
の
合
併
の

特
例
が
完
全
に
終
了
す
る
平
成
32

年
度
に
は
約
16
億
円
、
計
画
最
終

年
度
の
平
成
34
年
度
に
は
約
19
億

円
の
財
源
不
足
を
生
じ
る
見
通
し

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
９
）

　
財
源
調
整
を
行
う
財
政
調
整
基

金
と
減
債
基
金
は
、
地
方
交
付
税

の
減
少
に
伴
う
多
額
の
財
源
不
足

に
対
応
で
き
る
状
況
に
な
く
、
平

成
32
年
度
に
は
底
を
つ
く
見
込
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
年
々
増
加
す
る
社
会
保
障
費
に

つ
い
て
は
、
そ
の
財
源
と
し
て
消

費
税
の
改
正
が
行
わ
れ
よ
う
と
し

て
お
り
、
市
の
財
政
負
担
の
軽
減

を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
一
方
で
物
件
費
や
普
通
建
設

事
業
費
な
ど
の
費
用
の
増
加
が
懸

念
さ
れ
、楽
観
視
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
ま
ま
の
行
政
運
営
で
は
、

安
定
し
た
財
政
運
営
の
確
立
ま
で

に
は
程
遠
く
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。

財政健全化に向けた主な具体的方策
（10 年間のおおよその効果額）

①投資的事業の見直し
　事業費の削減　2.4 億円

②公営企業会計繰出金の削減
　下水道：資本費平準化債の活用　3.7 億円
　病院：繰出し基準の見直し　1.3 億円　

③人件費の削減
　職員の削減（10 年間で 29 人減）　9.5 億円
　特別職・職員等の給与カット　5 億円

④事務事業の見直し
　各種団体補助金の見直し　2.3 億円
　単市医療給付事業の見直し　4 億円

⑤施設の在り方の見直し
　幼稚園・保育園等の統廃合・民営化　9.9 億円
　各種施設の民営化・廃止　2.3 億円

⑥収入の確保
　企業誘致などによる税収増　8 億円
　ごみ袋代の適正化　3.1 億円
　保育園・幼稚園等保育料の適正化　0.7 億円
　各種使用料等の適正化　0.2 億円
　錦海塩田跡地貸付収入の計上　21 億円

財
政
の
健
全
化
に
向
け
て

財
政
運
営
適
正
化
計
画

10
年
間
で
97
億
円
の
効
果
、
だ
が

平
成
28
年
度
以
降
は
基
金
を
取
り
崩
す

　
「
中
期
財
政
見
通
し
」
を
受
け

て
策
定
し
た
「
財
政
運
営
適
正
化

計
画
」
に
基
づ
き
、
平
成
25
年
度

以
降
に
取
り
組
む
具
体
的
な
方
策

と
10
年
間
の
お
お
よ
そ
の
効
果
額

は
左
別
欄
の
と
お
り
で
す
。

　
当
初
の
見
通
し
集
計
か
ら
は
、

収
支
差
で
約
97
億
円
の
健
全
化
効

果
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
平
成

28
年
度
以
降
は
多
額
の
財
源
不
足

を
解
消
で
き
ず
、
基
金
の
取
り
崩

し
に
よ
り
収
支
の
均
衡
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。（
図
９
）

　
こ
れ
は
、
扶
助
費
や
社
会
保
障

費
な
ど
現
在
の
制
度
で
は
削
減
が

困
難
な
も
の
が
あ
る
こ
と
、
今
ま

で
積
極
的
に
整
備
し
て
き
た
下
水

道
事
業
に
多
額
の
市
債
を
発
行
し

た
影
響
で
、
償
還
金
に
伴
う
繰
出

金
が
大
き
く
増
加
す
る
こ
と
な
ど

が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

計
画
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
財
政
状
況
は
改
善
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
将
来
の
歳
入
減
に
対

応
で
き
る
体
制
は
確
立
で
き
て
お

ら
ず
、
財
政
の
健
全
化
が
市
の
最

優
先
課
題
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。

　
財
政
運
営
適
正
化
計
画
に
お
け

る
具
体
的
な
方
策
に
は
、
市
民
生

活
に
影
響
が
あ
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
理
解
が
な
け
れ
ば
実
現
で
き

な
い
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
財
政
の
健
全
化
を
成
し
遂
げ
る

た
め
、
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
「
瀬
戸
内
市
中
期

財
政
計
画
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

経
営
企
画
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
５

HP http://www.city.setouchi.lg.jp/
data/zaisei.html
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上
同
時
入
園
の
場
合
は
、
２
人
目

以
降
４
、０
０
０
円
）

※
給
食
費
、
絵
本
代
な
ど
は
含
ま

　
れ
て
い
ま
せ
ん
。

 

預
か
り
保
育
に
つ
い
て　

　
預
か
り
保
育
と
は
、
幼
稚
園
の

保
育
時
間
終
了
後
、
希
望
す
る
在

園
児
を
幼
稚
園
で
預
か
り
、
保
育

す
る
こ
と
で
、
園
児
の
心
身
の
健

全
な
発
達
を
図
る
と
と
も
に
、
保

護
者
の
子
育
て
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
預
か
り
保
育
に
は
次
の
２
種
類

が
あ
り
ま
す
。

︻
年
間
預
か
り
保
育
︼

　
月
ま
た
は
年
間
を
通
じ
て
預
か

り
、
保
育
し
ま
す
。

幼稚園の募集定員および問い合わせ先

園名 問い合わせ先☎
　　　　　　  定員　　            　人

３歳児 ４歳児 ５歳児 預かり保育

牛窓東 0869-34-2104 20 30 30 20

牛窓西 0869-34-3687 20 30 30 20

牛窓北 0869-34-3742 10 30 30 20

邑久 0869-22-0027 40 60 70 30

今城 086-943-8715 15 30 30 20

︻
一
時
預
か
り
保
育
︼

　
や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
家
庭

で
の
保
育
が
困
難
に
な
っ
た
場
合

に
、
日
を
単
位
と
し
て
預
か
り
、

保
育
し
ま
す
。

▽
対
象
者

　
幼
稚
園
へ
通
園
す
る
園
児
（
３

歳
児
を
除
く
）
で
保
護
者
が
預
か

り
保
育
を
希
望
す
る
人

▽
保
育
時
間

　
幼
稚
園
降
園
時
～
午
後
６
時

　
（
長
期
休
業
中
は
、
午
前
８
時

30
分
～
午
後
６
時
）

※ 

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
、

年
末
年
始
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▽
預
か
り
保
育
料

①
年
間
預
か
り
保
育

　
月
額　
６
、０
０
０
円

　
（
８
月
は
、
１
０
、０
０
０
円
）

②
一
時
預
か
り
保
育

　
日
額　
５
０
０
円

　
（
８
月
は
、
１
、０
０
０
円
）

※
お
や
つ
代
な
ど
は
含
ま
れ
て
い

　
ま
せ
ん
。

▽
申
込
方
法

①
年
間
預
か
り
保
育

　
入
園
願
と
一
緒
に
申
し
込
み

②
一
時
預
か
り
保
育　
随
時

　
　

総
務
学
務
課

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
４
０

園名 問い合わせ先☎
　　　　　　  定員　　            　人

３歳児 ４歳児 ５歳児 預かり保育

玉津
現在休園中です。総務学務課へお問い合わせください。

裳掛

美和 0869-26-3445 10 30 30 20

国府 0869-26-3446 25 60 60 30

行幸 0869-26-3447 30 60 60 30

　
日
～
平
成
22
年
４
月
１
日
生
）

③
新
５
歳
児
（
平
成
20
年
４
月
２

　
日
～
平
成
21
年
４
月
１
日
生
）

▽
受
付
期
限　
12
月
13
日
（
金
）

▽
保
育
時
間

　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

・
３
歳
児

　
午
前
８
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

※
給
食
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
状
況
に
よ
り
保
育
時
間
を
延
長

　
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

　
場
合
は
弁
当
を
持
参
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　

・
４・５
歳
児

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時

※
給
食
が
あ
り
ま
す
。

▽
保
育
料

　
月
額
５
、０
０
０
円
（
２
人
以

※申し込みが定員を超える場合は、抽選となる場合があります。
※申し込み人数によって、集団生活を通じての幼稚園教育が難しいと判断したときは休園となることがあります。

幼
稚
園
・
保
育
園
の
入
園
募
集

幼
稚
園
・
保
育
園
・
児
童
館
の
入
園
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

入
園
は
、
家
庭
の
状
況
な
ど
を
考
え
て
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
選
択
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

対
象
年
齢
や
保
育
時
間
、
各
園
が
実
施
す
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

幼
稚
園
の
入
園
募
集

　
幼
稚
園
は
、
幼
児
を
保
育
し
、

健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
適
切
な

環
境
を
与
え
て
、
心
身
の
発
達
を

助
長
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
学

校
教
育
法
に
定
め
ら
れ
た
教
育
機

関
で
す
。

　
入
園
手
続
き
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
各
幼
稚
園
に
備
え
付
け
の

入
園
願
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

①
新
３
歳
児
（
平
成
22
年
４
月
２

　
日
～
平
成
23
年
４
月
１
日
生
）

②
新
４
歳
児
（
平
成
21
年
４
月
２

申
問

園名 問い合わせ先
・申込先☎ 主な受付日時 定員

人
入園対象年齢 保育時間 ( 時 )

延長時間 ( 延 )
特別保育事業

  実施状況  ※

牛窓ルンビニ 0869-34-2309 12 月 12 日 ( 木 )
9：00 ～ 16：00 90 2 ヶ月から就学まで 時 /  7：00 ～ 18：00

延 /18：00 ～ 19：00 ①②③④

あいあい 0869-34-9330 12 月 10 日 ( 火 )
9：00 ～ 16：00 60 2 ヶ月から就学まで 時 /  7：00 ～ 18：00

延 /18：00 ～ 19：00 ①②③④

長船ちとせ 0869-26-3988 12 月 12 日 ( 木 )
9：00 ～ 16：00 80 2 ヶ月から就学まで 時 /  7：00 ～ 18：00

延 /18：00 ～ 19：00 ①②③④

邑久 0869-22-0089 12 月 9 日 ( 月 )
9：00 ～ 16：00 160 6 ヶ月から就学まで 時 /  7：30 ～ 18：30

延 /18：30 ～ 19：00 ①②③④

福田 0869-22-0457 12 月 10 日 ( 火 )
9：00 ～ 16：00 140 6 ヶ月から就学まで 時 /  7：30 ～ 18：30

延 /18：30 ～ 19：00 ①②④

今城 086-942-4351 12 月 11 日 ( 水 )
9：00 ～ 16：00 90 6 ヶ月から就学まで 時 /  7：30 ～ 18：30

延 /18：30 ～ 19：00 ①②

玉津 現在休園中です。子育て支援課へお問い合わせください。

裳掛児童館 0869-25-0769 12 月 10 日 ( 火 )
9：00 ～ 13：00 90 3 歳から就学まで 時 /  7：30 ～ 18：30

延 /18：30 ～ 19：00 ①②

長船西 0869-26-4401 12 月 11 日 ( 水 )
9：00 ～ 16：00 140 6 ヶ月から就学まで 時 /  7：30 ～ 18：30

延 /18：30 ～ 19：00 ①②

長船東 0869-26-3326 12 月 9 日 ( 月 )
9：00 ～ 16：00 95 1 歳から就学まで 時 /  7：30 ～ 18：30

延 /18：30 ～ 19：00 ①②③

※延長保育を①、障害児保育を②、一時保育を③、子育て支援センターを④としています。

保育園ごとの主な受付日時など

午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

　
（
12
月
14
日
の
受
付
時
間
は
、

午
前
８
時
30
分
～
正
午
）

※
保
育
園
ご
と
の
主
な
受
付
日
時

　
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

▽
受
付
場
所

　
第
１
希
望
の
保
育
園

　
（
入
園
希
望
児
童
同
伴
）

▽
申
込
書
類
配
布
場
所

　
各
保
育
園
、
子
育
て
支
援
課
、

市
民
課
総
合
窓
口
、
牛
窓
支
所
、

裳
掛
出
張
所

▽
提
出
書
類

・
保
育
所
入
所
申
込
書

・
就
労
状
況
な
ど
の
証
明
書

・
源
泉
徴
収
票
な
ど
平
成
25
年
分

　
の
所
得
税
額
が
分
か
る
も
の

　
（
後
日
提
出
可
）

・
口
座
振
替
依
頼
書
（
新
規
入
園

　
者
の
み
）

 

特
別
保
育
事
業
に
つ
い
て

　
保
育
園
で
は
、
通
常
保
育
の
ほ

か
に
次
の
よ
う
な
特
別
保
育
事
業

を
実
施
し
て
、
子
育
て
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
保
育
園
ご
と
の
実
施

状
況
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

①
延
長
保
育

　
就
業
形
態
の
多
様
化
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、
午
後
７
時
ま
で
保

育
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

②
障
害
児
保
育

　
保
育
が
で
き
な
い
家
庭
の
児
童

で
集
団
生
活
が
可
能
な
障
害
者
手

帳
保
持
者
な
ど
を
保
育
し
ま
す
。

③
一
時
保
育

　

保
護
者
の
急
病
や
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
ど
に
よ
り
、
一
時
的
に
保

育
が
必
要
と
な
っ
た
乳
幼
児
を
保

育
し
ま
す
。

④
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
子
育
て
へ
の
不
安
な
ど
に
つ
い

て
の
相
談
・
指
導
、
子
育
て
サ
ー

ク
ル
へ
の
支
援
、
園
庭
開
放
な
ど

の
育
児
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

育
児
休
業
に
伴
う
継
続
入
園
に

　
市
内
の
保
育
園
に
通
っ
て
い
る

児
童
に
つ
い
て
は
、
そ
の
保
護
者

が
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に
出

産
し
、
新
生
児
に
係
る
育
児
休
業

を
取
得
す
る
場
合
、
市
内
の
空
い

て
い
る
保
育
園
な
ど
に
、
平
成
26

年
７
月
以
降
順
次
、
継
続
入
園
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
育
児
休
業
と
は
、
法
的
根
拠
に

　
基
づ
く
休
業
の
こ
と
で
す
。

　

子
育
て
支
援
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
６ 

　

保
育
園
・
児
童
館
の
入
園
募
集

　
保
育
園
は
、
保
護
者
の
仕
事
や

病
気
な
ど
の
事
情
で
、
家
庭
で
保

育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
乳
幼
児

を
保
育
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

児
童
福
祉
施
設
で
す
。

　
入
園
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
入
園
要
件

　
保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か
の
理

由
で
昼
間
自
宅
で
保
育
で
き
な
い

場
合
で
す
。

①
自
宅
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
。

②
自
宅
で
家
事
以
外
の
仕
事
を
し

　
て
い
る
。

③
妊
娠
中
や
出
産
後
間
が
な
い
。

④
病
気
や
け
が
、
心
身
に
障
害
が

　
あ
る
。

⑤
長
期
間
、
病
気
や
障
害
が
あ
る

　
同
居
の
親
族
を
常
時
介
護
し
て

　
い
る
。

⑥
災
害
、
火
災
の
復
旧
に
当
た
っ

　
て
い
る
。

▽
保
育
料

　
世
帯
に
か
か
る
税
額
な
ど
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

▽
受
付
期
間

　
12
月
９
日
（
月
）
～
14
日
（
土
）

問

 

つ
い
て
（
新
制
度
）

67 2013.12 広報 せとうち No.109



知っ得！
せとうち便

  

年
末
年
始
の

  

ご
み
収
集
日
程

相 …相談先 資 …資料請求先

お
知
ら
せ

届…届出先 通…通告先

　
年
末
年
始
に
あ
た
る
12
月
28
日

（
土
）
か
ら
平
成
26
年
１
月
５
日

（
日
）
ま
で
は
、
家
庭
ご
み
の
収

集
を
行
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
年
末
は
、
家
庭
か
ら

出
る
ご
み
の
量
が
増
え
る
時
期
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
燃
え
る
ご
み
に

つ
い
て
は
、
下
表
の
と
お
り
特
別

収
集
を
行
い
ま
す
。特
別
収
集
は
、

地
区
ご
と
に
収
集
日
が
異
な
る
た

め
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
年
末
年
始
に
お
け
る
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
休
業
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
休
業
期
間　
12
月
28
日
（
土
）

　
～
平
成
26
年
１
月
５
日
（
日
）

　
こ
の
期
間
以
外
は
、
通
常
ど
お

り
持
ち
込
み
が
で
き
ま
す
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）。
分
別
に

つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、

　　　　　　　　日程
　
　　地区名

12月 平成 26年 1月

27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

牛
窓
地
域

燃えるごみを
月・木曜日に収集する地区

通
常
収
集

燃えるごみ
特別収集

通
常
収
集

燃えるごみを
火・金曜日に収集する地区

燃えるごみ
特別収集

邑
久
地
域

燃えるごみを
月・木曜日に収集する地区

燃えるごみ
特別収集

燃えるごみを
火・金曜日に収集する地区

燃えるごみ
特別収集

長
船
地
域

燃えるごみを
月・木曜日に収集する地区

燃えるごみ
特別収集

燃えるごみを
火・金曜日に収集する地区

燃えるごみ
特別収集

年末年始の地区別ごみ収集日程

※通常収集の日程は、各家庭に配布している「ごみ収集カレンダー」をご覧ください。

特
別
収
集
を
除
き
、

12
月
28
日
か
ら
１
月
５
日
ま
で
は
、

収
集
を
行
い
ま
せ
ん
︒

︵
収
集
日
の
振
り
替
え
も
行
い
ま
せ
ん
︒︶

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
昨
年
度
ま
で
、
長
船
地

域
で
排
出
さ
れ
た
燃
え
る
ご
み
を

直
接
搬
入
す
る
場
合
は
、「
長
船

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
で
受
け
入

れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
か
ら

は「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め
」

で
受
け
入
れ
ま
す
。

　
受
け
入
れ
時
間
は
、
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
で
す
。

※
長
船
地
域
の
人
で
、「
ク
リ
ー

　
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め
」
に
直
接

　
搬
入
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

　
は
、
生
活
環
境
課
へ
ご
相
談
く

　
だ
さ
い
。

　

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め

　
︵
牛
窓
町
牛
窓
２
２
８
︶

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
４
７
５

　

　

生
活
環
境
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
９
９

問 問

日

曜日

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
が
交
通
事
故
や
損
害
事
件
な

ど
、
第
三
者
（
相
手
）
の
行
為
に

よ
り
け
が
を
し
た
場
合
で
、
国
民

健
康
保
険
証
を
使
用
し
て
治
療
を

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、「
第

三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
に
よ

る
届
出
が
必
要
で
す
。

　

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け

取
っ
た
り
、
示
談
を
済
ま
せ
た
り

す
る
と
国
民
健
康
保
険
が
使
え
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
場
合
は
速
や
か
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
持
参
す
る
も
の　

国
民
健
康
保

　
険
証
、印
鑑
、事
故
証
明
書
（
交

　
通
事
故
の
場
合
）

　

市
民
課
、牛
窓
支
所
、長
船
支
所
、

裳
掛
出
張
所

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

　
４
０
０
㍉
㍑
献
血
を
実
施
し
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所

　
12
月
24
日
（
火
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

　
瀬
戸
内
市
役
所

▽
対
象
者

　
男
性
17
～
69
歳
、
女
性
18
～
69
歳

※
体
重
が
50
㌔
以
上
の
人
の
み

※
65
歳
以
上
の
人
の
献
血
に
つ
い
て
は
、

　

60
～
64
歳
の
間
に
献
血
経
験
の

　
あ
る
人
の
み
が
対
象
で
す
。

▽
持
参
す
る
も
の　
献
血
カ
ー
ド 

　
（
以
前
献
血
を
し
た
人
、
な
く

　
て
も
構
い
ま
せ
ん
）

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

  

献
血
に

  

ご
協
力
く
だ
さ
い

問 問

  

交
通
事
故
な
ど
に

  

遭
っ
た
と
き

届

記号の説明

　　知っ得！せとうち便　　

予問…問い合わせ先 申…申請・申込・申告先 …予約先応 …応募先

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　
次
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
人

で
、
平
成
25
年
度
の
申
請
を
し
て

い
な
い
人
は
、
平
成
26
年
１
月
31

日
（
金
）
ま
で
に
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
要
件

　
平
成
25
年
４
月
１
日
ま
で
に
手

帳
を
取
得
し
、
平
成
25
年
４
月
１

日
以
前
に
１
年
以
上
市
内
に
居
住

し
て
い
る
20
歳
未
満
の
人
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
た
だ
し
、
児
童
福
祉
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
人
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
４
級
を

　
所
持
し
て
い
る
人

②
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　
・
２
級
を
所
持
し
て
い
る
人

▽
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
本

人
名
義
の
通
帳
、
印
鑑

　

福
祉
課
、
市
民
課
総
合
窓
口
、

牛
窓
支
所
、
裳
掛
出
張
所

　

福
祉
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

　11 月１日付けで副市長に就任いたしまし
た髙原家直です。今あらためて、その重責に
身が引き締まる思いがしております。
　２期目を迎えた武久市政を、微力ではあり
ますが、これまでの経験を活かしながら、全
力を挙げて支えてまいります。
　私の信条は「調和とバランス」「信用と正義」
であります。調和とバランスのとれた行政運
営は、安定した市民生活の基本であります。
　併せて、市民の皆様に信用され、義のある
正しい市政運営こそが、市民と市役所との絆
を深める大前提と考えます。
　この二つの柱を基本として、全国に誇れる

「まちづくり」の実現を目指して、厳しい財
政状況ではありますが、市民の皆様のご意見
を真摯に受け止めながら、職員一丸となって
頑張っていきたいと存じます。
　今後とも、ご支援ご協力を賜わりますよう
お願い申し上げます。

髙原家直さんが
副市長に就任

昭和 55 年皇學館大学文学部卒。
同年長船町役場入庁。
保健福祉課長（長船町）、保健福祉
部福祉課長（瀬戸内市）、保健福祉
部介護保険課長、保健福祉部長、市
民生活部長、総合政策部長などを歴
任。59 歳。

略歴                          

　副市長に髙原家直さんが就任しました。
　任期は、平成 25 年 11 月１日から平成
29 年 10 月 31 日までです。
　髙原副市長は、今後の抱負などを次の
ように語りました。

　
冬
に
な
り
寒
さ
が
厳
し
く
な
る

と
、
水
道
管
が
凍
結
し
た
り
、
破

裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
露
出
し
て
い
る
水
道
管
や
蛇
口

に
保
温
材
や
布
な
ど
を
巻
き
、
そ

の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど

を
巻
く
な
ど
し
て
事
前
の
防
寒
対

策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
水
道
管
が
凍
結
し
た
場

合
な
ど
に
は
、
次
の
方
法
で
対
処

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
日
頃
か
ら
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
や
バ
ル
ブ
の
位
置
な

ど
を
把
握
し
て
お
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

︻
水
道
管
が
凍
結
し
て
水
が
出
な

い
場
合
︼

　
自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、

凍
っ
た
部
分
に
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ

く
り
掛
け
て
溶
か
し
く
だ
さ
い
。

※ 

熱
湯
を
掛
け
る
と
管
が
破
裂
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

︻
水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合
︼

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル

ブ
を
閉
め
て
、
お
近
く
の
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
へ
修
理
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

タオルを巻いた上にナイロン袋をかぶせた例

　

上
水
道
施
設
課　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
３
２
６

問

  

申
請
は
お
済
み
で
す
か

  

障
害
児
福
祉
年
金

問 申
  

水
道
管
の
凍
結
に
注
意
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若
者
・
企
業
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
ン

  

合
同
就
職
面
接
会

け
て
い
ま
す
。

　
相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

　
　

岡
山
地
方
法
務
局
備
前
支
局

月
～
金
曜
日
︵
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
︶

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

☎
０
８
６
９-

６
４-

２
７
７
０

　
12
月
４
日
か
ら
世
界
人
権
宣
言

が
採
択
さ
れ
た
12
月
10
日
の
人
権

デ
ー
ま
で
の
１
週
間
は
「
人
権
週

間
」
で
す
。

　
「
み
ん
な
で
築
こ
う　
人
権
の

世
紀
～
考
え
よ
う　
相
手
の
気
持

ち　
育
て
よ
う　
思
い
や
り
の
心

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
法
務
省
と
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

左
記
の
17
項
目
の
強
調
事
項
を
定

め
て
、
全
国
的
に
啓
発
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

に
つ
い
て
、
電
話
相
談
を
受
け
付

〇女性の人権を守ろう

〇子どもの人権を守ろう

〇高齢者を大切にする心を育てよう

〇障害のある人の自立と社会参加を進めよう

〇同和問題に関する偏見や差別をなくそう

〇アイヌの人々に対する理解を深めよう

〇外国人の人権を尊重しよう

〇ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対する

　偏見をなくそう

〇刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう

〇犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう

〇インターネットを悪用した人権侵害はやめよう

〇北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を

　深めよう

〇ホームレスに対する偏見をなくそう

〇性的指向を理由とする差別をなくそう

〇性同一性障害を理由とする差別をなくそう

〇人身取引をなくそう

〇東日本大震災に起因する人権問題に取り組もう

※ 12 月 10 日（火）から 16 日（月）は「北朝鮮人

　権侵害問題啓発週間」です。拉致問題をはじめ

　とする北朝鮮当局による人権侵害問題への対処

　が国際社会を挙げて取り組むべき課題とされる

　中、わたしたちも関心と認識を深めていくこと

　が大切です。

第 65回人権週間強調事項
  

人
権
週
間
が
始
ま
り
ま
す

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
40
年
間
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
、
65
歳
か
ら
満
額
の
老
齢
基

礎
年
金
を
受
給
で
き
る
制
度
で
す
。

　

保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た
場
合

や
、
届
出
を
忘
れ
た
こ
と
に
よ
り
国

民
年
金
の
資
格
期
間
が
な
い
場
合

は
、
年
金
の
受
給
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
年
金
そ
の
も
の
が
受
給
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
過
去
10
年
以
内
の
納

め
な
か
っ
た
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

後
納
制
度
を
利
用
し
て
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
で
き
る
の
は

平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
早
め

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。　

　

既
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
や
、
65
歳
以
上
で
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
後
納
制
度
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

　

申
し
込
み
の
後
、
後
納
保
険
料

が
納
め
ら
れ
る
期
間
を
審
査
し
ま

す
。
審
査
の
結
果
、
後
納
制
度
に

よ
る
納
付
を
利
用
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

後
納
制
度
に
関
す
る
詳
し
い
内

容
は
、「
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

（http://w
w

w
.nenkin.go.jp

）
で

は
、
自
分
の
年
金
記
録
か
ら
、
後

納
制
度
を
利
用
で
き
る
期
間
が
確

認
で
き
ま
す
。

　

岡
山
東
年
金
事
務
所

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
８

　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０-

０
１
１-

０
５
０

※
０
５
０
ま
た
は
０
７
０
で
始
ま

　

る
電
話
番
号
か
ら
か
け
る
場
合

☎
０
３-

６
７
３
１-

２
０
１
５

ね
ん
き
ん
の
お
は
な
し
♪

後
納
制
度
（
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
可
能
期
限
の
延
長
）
の
お
知
ら
せ

グ
！
推
進
事
業
事
務
局
で
は
、
お

か
や
ま
東
部
地
区
合
同
就
職
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
企
業
は
約
10
社
。
参
加
費

無
料
、
事
前
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。

▽
日
時　
12
月
11
日
（
水
）

　
午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
対
象

　

・
平
成
26
年
３
月
卒
業
予
定
者

　

・
現
在
求
職
中
の
40
歳
未
満
の
人

　

若
者
・
企
業
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
ン

グ
！
推
進
事
業
事
務
局

月
～
金
曜
日
︵
祝
日
を
除
く
︶

午
前
９
時
～
午
後
６
時

☎
０
８
６-

２
３
１-

６
１
６
６

相
問

問

問問

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　　知っ得！せとうち便　　

募
　
　
集

  

な
る
ほ
ど
!!
健
康
教
室

工業統計
キャラクター

コウちゃん

レモンラーメン

寺下史子さん
（JA 岡山女性部瀬戸内支部支部長）です。

◆作り方
①野菜は食べやすい大きさに切る。
②分量の水で野菜をゆで、麺も一緒にゆでる。
③添付の調味料を加えて味を付け、器に盛る。
④チャーシューを載せる。
⑤ 薄切りにしたレモンを麺のつゆに浸し、2

分ぐらいしたら取り出す。
※ 皮ごと使うため、レモンは国産（瀬戸内市

産）のものをおすすめします。
※レモンを長く浸すと皮の苦味が出ます。
　1/4 個分のレモン汁を入れても良いです。
※ 野菜は季節により、お好みのものを入れて

ください。

　健康づくり推進課
　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
問

●レモン（1 個）
●水（550ml）
●キャベツ（40g）
●ニンジン（10g）

●タマネギ（20g）
●小松菜（30g）
●チャーシュー（2 枚）

◆材料（1 人分）
●インスタントラーメン（1 袋）
　（塩味かとんこつ味がおすすめ）

　
平
成
25
年
工
業
統
計
調
査
を
、

従
業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造

事
業
所
を
対
象
に
、
平
成
25
年
12

月
31
日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。

　
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に

お
け
る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
政
府
の

重
要
な
調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ

く
報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調

査
で
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施

策
や
地
域
振
興
な
ど
、
国
お
よ
び

地
域
行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資

料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
票
の
内
容
は
、
統
計
作
成

の
目
的
以
外
（
税
の
資
料
な
ど
）

に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

　
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

  

平
成
25
年
工
業
統
計  

  

調
査
を
実
施
し
ま
す

　
瀬
戸
内
市
民
病
院
で
は
、
毎
月

１
回
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
健
康

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

　
12
月
11
日
（
水
）
午
前
11
時
～

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
民
病
院

▽
テ
ー
マ　
花
粉
症
に
つ
い
て

▽
講
師　
白
石
高
昌
氏（
内
科
医
）

▽
定
員　
30
人（
食
事
付
き
は
24
人
）

▽
参
加
費　
食
事
付
き
５
０
０
円

　
（
食
事
な
し
１
０
０
円
）

▽
申
込
期
間　
12
月
２
日
（
月
）

　
～
10
日
（
火
）

　
　

瀬
戸
内
市
民
病
院

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
２
３
４

申
問

催
し
物

　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
、
特

別
企
画
展
「
香
月
泰
男
展-

黒
へ

の
確
信-

欧
州
遊
学
ス
ケ
ッ
チ
旅

行
よ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
香
月
泰
男
は
生
涯
に
数
多
く
の

傑
作
を
遺
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、香
月
が
独
自
の
「
黒
」

の
マ
チ
エ
ー
ル
（
絵
肌
）
を
確
立

す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
昭
和
31

（
１
９
５
６
）
年
か
ら
翌
年
に
か

け
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
で
の
ス

ケ
ッ
チ
作
品
50
点
と
油
彩
画
５
点

を
紹
介
し
ま
す
。

▽
期
間　

　
11
月
９
日（
土
）～
12
月
27
日（
金
）

※
休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日
（
祝

　
日
を
除
く
）
で
す
。

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌

　
日
の
火
曜
日
が
休
館
で
す
。

▽
開
館
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽ 

観
覧
料　
一
般
５
０
０
円
、
団

体
（
20
人
以
上
）
お
よ
び
65
歳

以
上
４
０
０
円
、
中
学
生
以
下

無
料

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

問

問

  

放
送
大
学
の

  

４
月
生
を
募
集
し
ま
す

　
創
立
30
周
年
を
迎
え
た
放
送
大

学
で
は
、
平
成
26
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び

た
い
人
に
は
、「
放
送
大
学
エ
キ

ス
パ
ー
ト
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
資
料
は
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。お
気
軽
に
ご
請
求
下
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

▽
出
願
期
間

　
平
成
26
年
２
月
28
日
（
金
）
ま
で

　
　

放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６-

２
５
４-

９
２
４
０

HPhttp://w
w

w
.ouj.ac.jp

資
問

  

美
術
館
特
別
企
画
展

  

香
月
泰
男
展
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家
庭
の
こ
と
（
相
続
、
遺
言
、

離
婚
な
ど
）、
借
金
に
関
す
る
こ
と

（
過
払
金
請
求
、
破
産
、
債
務
整
理

な
ど
）、
登
記
や
農
地
に
関
す
る
こ

と
、
税
金
に
関
す
る
こ
と
、
墓
地

や
墓
石
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
１
人
30
分
以
内

で
、
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

  
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
税
理
士

  
な
ど
に
よ
る
合
同
無
料
相
談
会

　
本
め
す
す

今月のお

物
語
に
登
場
す
る
女
性
の
名
前
は
、
ひ
か
り
、

あ
か
り
、
ゆ
か
り
。
仕
事
も
住
ん
で
い
る
場
所

も
違
う
三
人
が
偶
然
に
出
会
い
、
友
情
を
深
め

て
い
く
の
で
す
が
、
こ
の
偶
然
に
は
隠
さ
れ
た

事
実
が
あ
っ
た
の
で
す
。
瀬
戸
内
市
在
住
の
作

家
・
は
な
い
な
な
さ
ん
の
最
新
作
で
す
。

ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
・
キ
ャ
ン
ド
ル

は
な
い
な
な
︙
著　

文
芸
社

BooKs

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

相
　
　
談

　
琴
伝
流
大
正
琴
グ
ル
ー
プ
「
遊ゆ

琴き
ん
こ子
」
で
は
、
演
奏
会
「
大
正
琴

の
響
き
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
大
正
琴
の
演
奏
の
ほ
か
、
和
太

　
ポ
ッ
プ
ス
バ
ン
ド
「
テ
イ
ク
ワ

ン
」
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
料
は
無

料
で
す
。

▽
日
時　

12
月
７
日
（
土
）

　
午
後
２
時
～
（
約
２
時
間
）

▽
場
所　
旧
鯉
の
ぼ
り
図
書
館

　
（
牛
窓
町
鹿
忍
７
８
３-

１
５
４
）

　

テ
イ
ク
ワ
ン　

岩
崎
さ
ん

☎
０
９
０-

１
１
８
８-

２
３
２
５

  

演
奏
会

  「
大
正
琴
の
響
き
」

  
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

問

鼓
「
ｂ
ｅ
Ｚ
ｅ
ｎ
鼓
空
」
の
乙

倉
俊
さ
ん
や
津
軽
三
味
線
の
蝦
名

宇
摩
さ
ん
と
の
協
演
な
ど
も
行
い

ま
す
。

▽
日
時　
12
月
８
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～

※
開
場
は
午
後
１
時
で
す
。

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
入
場
料　
無
料

　

遊
琴
子　

立
岡
さ
ん

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
３
０
０

問

お
待
た
せ
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

▽
日
時　
12
月
7
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

　

港
さ
ん

☎
０
８
６
９-

２
４-

７
７
０
０

　
法
律
的
な
問
題
に
つ
い
て
弁
護

士
と
相
談
が
で
き
ま
す
。
事
前
に

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
予
約
開
始
日
は
12
月
２
日（
月
）

   

法
律
相
談

　
岡
山
県
司
法
書
士
会
で
は
、
司

法
書
士
に
よ
る
「
相
続
・
登
記
・

成
年
後
見
等
相
談
会
」を
行
い
ま
す
。

▽ 

日
時　
12
月
14
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
１
時（
予
約
不
要
）

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
相
談
料　
無
料

　

岡
山
県
司
法
書
士
会

お
か
や
ま
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６-

２
２
６-

０
４
７
０

問

　
公
益
財
団
法
人
人
権
教
育
啓
発

推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ア
イ
ヌ
の

人
か
ら
の
日
常
生
活
で
の
困
り
ご

と
、
嫌
が
ら
せ
、
差
別
な
ど
に
つ

い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
専
用

電
話
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▽
相
談
受
付
期
間

　
平
成
26
年
１
月
19
日
（
日
）
ま
で

※
12
月
28
日
（
土
）
～
平
成
26
年

　
１
月
５
日
（
日
）
を
除
く

▽
相
談
受
付
時
間

　
午
前
10
時
～
午
後
８
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
午
後
６
時
ま
で

▽
相
談
料　
無
料

　
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の
相
談

専
用
電
話

☎
０
１
２
０-

７
７
１-

２
０
８

  

ア
イ
ヌ
の
人
に
対
す
る

  

相
談
窓
口

か
ら
で
、
定
員
は
８
人
で
す
。

▽
日
時　
平
成
26
年
１
月
16
日（
木
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
役
所

▽
相
談
料　
無
料

　
　

総
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
１

予
問

問

相

　
市
で
は
、
自
殺
予
防
・
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
（
悩
ん
で
い
る
人
に
声

を
か
け
、
話
を
聞
い
て
必
要
な
支

援
に
つ
な
げ
る
な
ど
す
る
人
）
に

つ
い
て
学
ぶ
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
費
無
料
、
事
前
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

▽
日
時　
12
月
13
日
（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
内
容　
講
話「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

　
の
役
目
を
学
ぶ
」

▽
対
象　
市
内
在
住
の
人

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

問

  

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

  

研
修
会

  

相
続
遺
言
・
登
記
・

  

成
年
後
見
等
相
談

1 日 体 少年ソフトボールファイナルカップ　9：00 ～　長船スポーツ公園

２ 月 ⑦こころの健康相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

3 火

4 水
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター
⑫３歳児健診【対象：平成 22 年６月生】13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船
体 骨骨健康貯筋クラス　9：30 ～ 11：00　邑久 B&G 海洋センター

5 木
⑩わーく相談会　13：30 ～ 16：00　ゆめトピア長船
⑪ジョブスポットせとうち出張相談会
　10：00 ～ 12：00　13：00 ～ 15：00　ゆめトピア長船
⑬窓口業務の時間延長　17：15 ～ 19：00　瀬戸内市役所

6 金 ⑥離乳食講習会【対象：4 ～ 6 カ月児】　10：00 ～ 11：30　ゆめトピア長船

7 土 体 市民スポーツ吹矢教室　9：00 ～　邑久 B&G 海洋センター

8 日 体 歩こう会　布浜コース　9：30 黒井山グリーンパーク駐車場集合

9 月
10 火

11 水
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑫ 1 歳 6 カ月児健診【対象：平成 24 年５月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船
体 骨骨健康貯筋クラス　9：30 ～ 11：00　邑久 B&G 海洋センター

12 木
⑪ジョブスポットせとうち出張相談会
　10：00 ～ 12：00　13：00 ～ 15：00　牛窓支所
⑫ 2 歳児健診【対象：平成 23 年８月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

13 金 ⑧精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

14 土
15 日
16 月 ⑦こころの健康相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

17 火

18 水

②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター
④住宅増改築相談　9：00 ～ 15：00　瀬戸内市役所
⑫乳児健診（9カ月児）【対象：平成 25年３月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船
体 骨骨健康貯筋クラス　9：30 ～ 11：00　邑久 B&G 海洋センター

19 木 ⑨乳幼児こころの健康相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

20 金 ⑥離乳食講習会【対象：7 ～ 12 カ月児】　10：00 ～ 11：30　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　地域生活支援センタースマイル

21 土
22 日
23 月 天皇誕生日
24 火 ⑤育児相談　9：30 ～ 11：00　ゆめトピア長船

25 水
①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　牛窓支所
※子どもの人権相談も実施
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　牛窓町公民館
体 骨骨健康貯筋クラス　9：30 ～ 11：00　邑久 B&G 海洋センター

26 木
①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所、ゆめトピア長船　※子どもの人権相談も実施
⑩わーく相談会　13：30 ～ 16：00　ゆめトピア長船

27 金 官公庁仕事納め
28 土
29 日
30 月
31 火

香
月
泰
男
展　

黒
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の
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～
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日
︶

人の動き《平成 25 年 11 月 1 日現在》

人口 ３８，８０６人 （＋４０） 男 １８，５００人  （＋２４）

世帯 １５，０１９世帯 （＋７５） 女 ２０，３０６人  （＋１６）

122013 年 　　 月の予定
①行政相談（主に行政全般に関する相談） 
　問総務課　☎０８６９ - ２２ - １１１２
②心配ごと相談（要予約） 　
　問予瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９ - ２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９ - ２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９ - ３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　問人権啓発室　☎０８６９ - ２２ - ３９２２
④住宅増改築相談 
　問建設課　☎０８６９ - ２２ - ２６４９
⑤育児相談（乳幼児に関する相談） 
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会 
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談） 
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　問予岡山県備前保健所　☎０８６ - ２７２ - ３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談 
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑩わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談） 
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　問福祉課　☎０８６９ - ２６ - ５９４３
⑪ジョブスポットせとうち出張相談会 
　（求職者を対象とした相談）
　問福祉課　☎０８６９ - ２６ - ５９４１
⑫子どもの健診 
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑬窓口業務の時間延長（市民課、税務課、収納推進課の業務の一部）
　※取り扱いができない業務もあります。詳細はお問い合
　　わせください。
　問　・市民課　☎０８６９ - ２２ - １１１５
　　・税務課　☎０８６９ - ２２ - １１１４
　　・収納推進課　☎０８６９ - ２２ - ２４６４
※①～⑬の日時は、左ページのカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　（予約不要・市役所開庁日に相談受付）
　問生活環境課　☎０８６９ - ２２ - １８９９
○障害に関する相談（身体・知的・精神（ひきこもりを
　含む）・発達障害などに関する相談）
　問地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００
○発達障害専門相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　問予福祉課
　　☎０８６９ - ２６ - ５９４３
刀 備前長船刀剣博物館の行事
　問備前長船刀剣博物館　☎０８６９ - ６６ - ７７６７
美 瀬戸内市立美術館の行事
　問瀬戸内市立美術館　☎０８６９ - ３４ - ３１３０
体 体育協会の行事
　問瀬戸内市体育協会　☎０８６９ - ２２ - ２２１１
　　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/
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12 月 25 日（水）が納期の市税・保険料
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刀剣王国・備前の御刀Ⅱ（12 月 26 日～３月９日）

固定資産税【３期】　国民健康保険税【５期】
介護保険料【５期】　後期高齢者医療保険料【３期】
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

刀
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　10 月 14 日、邑久スポーツ公園（邑久町下

山田）で、瀬戸内市スポーツフェスティバル

2013 が開催されました。瀬戸内市体育協会が

体育の日に合わせて毎年開催しているもので、

今回で９回目です。

　芝グラウンドでは、だるま落としなどのスポ

ーツアスレチックやスナッグゴルフなどが、体

育館では、スポーツ吹き矢、スポーツチャンバ

ラ、バドミントンや卓球などが行われました。

　晴天で絶好のスポーツ日和。多くの親子連れ

らが参加し、思い思いに体を動かして体育の日

を満喫していました。

まちの話題 まちづくり推進課：☎0869-22-1031問

My Town Topics

　体 育の日、スポーツを満喫 瀬戸内市スポーツフェスティバル 2013　

　備前福岡古民家活用プロジェクトでは、長船

町福岡にある築約 100 年の古民家を再生させ、

地域住民同士や他地域の人との交流拠点や郷土

資料を展示、地域の特産品を販売するなどの場

として活用する取り組みを行っています。

　９月 23 日、ユカハリワークショップとして、

西粟倉村の西粟倉・森の学校の指導の下、床板

の張り付け作業を行いました。参加者らが作業

を行ったのは、畳を床板に張り替える５部屋の

うち３部屋。爽やかな秋風が吹き抜ける会場で、

額の汗を拭いながら、ひのきの床材を一枚一枚

丁寧に張り付けました。

　ユ  カハリワークショップ 備前福岡古民家活用プロジェクト　

少しずつ進行する張り付け（左上）／隙間ができないよう丁寧に作業を行う（右下）

巨大なだるま落としも大人気（左上）／未就学児も体験できたスポーツ吹矢（右下）

　10 月５日に満 100 歳を迎えた松本末野さん

（邑久町虫明）のお祝いに、10 月７日、武久顕

也市長らが、入所している施設を訪問しました。

　松本さんは家族や職員、大勢の地域の人に囲

まれ、お祝い状や記念品などを受け取りました。

　松本さんは、結婚してから自営の店を手伝い、

商売一筋の人生を歩んできましたが、91 歳頃

からデイサービスを利用するようになりまし

た。長生きの秘訣は、粗食を心掛けたこと。

　現在は施設で皆さんとの会話を楽しみなが

ら、穏やかな毎日を過ごしています。これから

もますますお元気でお過ごしください。

　い  つまでもお元気で 100 歳を迎えた高齢者をお祝い　

武久市長と一緒にお祝い状に目を通す松本さん（写真右）

※ＨＰにカラー版あり

　10 月 14 日、邑久スポーツ公園（邑久町下

山田）で、瀬戸内市スポーツフェスティバル

2013 が開催されました。瀬戸内市体育協会が

体育の日に合わせて毎年開催しているもので、

今回で９回目です。

　芝グラウンドでは、だるま落としなどのスポ

ーツアスレチックやスナッグゴルフなどが、体

育館では、スポーツ吹き矢、スポーツチャンバ

ラ、バドミントンや卓球などが行われました。

　晴天で絶好のスポーツ日和。多くの親子連れ

らが参加し、思い思いに体を動かして体育の日

を満喫していました。

体 体 体 体 体 
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わが家の宝１歳です！
Haruki
 平成 24年 2月 9日生まれ

石坂栄
は る き

樹ちゃん
お住まい　邑久町虫明
ひとこと　
お兄ちゃん達とずっと仲良し兄
弟で大きくなってね♡

（父 秀樹さん　母 久美子さん）

みんな
の
広場
まちづくり推

進課

☎0869-2
2-1031問

投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、続柄：２
人まで）からのひとことを記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日時、コメ
ントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、はがき・
ＦＡＸ・電子メールなどでまちづくり推進
課へ送付してください。匿名・ペンネー
ムを希望する場合は、その旨もお書きく
ださい。
★留意点
　原則として、投稿していただいた原稿や
作品は返却していません。掲載の都合上、
すべての原稿や作品を掲載できない場合も
ありますので、あらかじめご了承ください。
問応瀬戸内市役所まちづくり推進課
〒７０１-４２９２
瀬戸内市邑久町尾張３００-１
☎０８６９-２２ - １０３１
FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp

▼

山
本
敏
子
さ
ん

Nonoka
 平成 24年 10月 1日生まれ

上山希
の の か

花ちゃん
お住まい　邑久町山田庄
ひとこと　
我が家の三女“笑顔”いっぱい
の希花ちゃん♪

（父 広倫さん　母 久美子さん）

  けいじばん

　せとうち村塾の市民大学講
座を次の日程で開催します。
　今回は、岡山大学名誉教授
の五味田裕氏を講師に招き、
「吉井川沿いの歴史と薬の言
い伝え」と題して、黒田官兵
衛祖父ゆかりの地備前福岡と
目薬の木などについて講義を
行います。

せとうち村塾の市民大学講座
皆さんも一緒に学びませんか

　事前の申し込みは不要です。

▽日時　12 月８日（日）　午後１時 30 分～午後４時
▽場所　中央公民館（邑久）

▽受講料　500 円
　せとうち村塾　今吉さん　☎０８０-３８８８ - ８５０２問

備前福岡のまちなみ

題名　マリーゴールド
撮影場所　邑久町大富
撮影日時　平成25年 10月 26日
撮影者　ふなしさん
コメント　丹誠込めて育てました

題名　マリーゴールド

瀬戸内写真館
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